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ま・ち・の・話・題

　アンニョンハセヨ！いきなり夏に飛んだよ
うな最近ですね。今月は韓国の国宝１号であ
る「崇礼門」の話をしたいと思います。通称
「南大門」といい、日本の方にも知られてい
る韓国のシンボルの建造物です。この間、日

本のニュースでも流されたのでご存じの方もいるかもしれませんが、2008年２月に放火
で燃えた部分を復旧して今年５月４日から一般公開されました。
　今から約600年前の朝鮮時代初期に外敵から都を守るため、現在のソウル中心部の周囲
には城郭が築かれました。また東西南北の４カ所には城外と城内を行き来できるよう大
きな四大門が設置され、その際に都の南側に建てられたのが「崇礼門」です。ソウルに
ある四大門の名前は儒教の五常の徳である「仁義礼智信」からそれぞれ名付けられまし
た。四大門とは、現在ファッションタウンとして有名な「興仁之門（通称：東大門）」、
国宝１号「崇礼門（通称：南大門）」、西大門と呼ばれていましたが現存していない
「敦義門」、北大門である「粛靖門（弘智門）」の４つを指します。
　1398年に建てられた「崇礼門」は隣にある庶民的な南大門市場で国内外の人々に親し
まれています。16世紀、日本が侵略して王宮が全焼した時や、20世紀の韓国戦争（朝鮮
戦争）の時など様々な苦難を乗り越えて生き延びた「崇礼門」が一人の放火犯によって
燃やされた事件。失った価値は計り知れませんので、この事件は韓国人にとっては、あ
まりにも衝撃的な出来事でした。
　５年３カ月をかけた今回の復元では、破壊された部分の復旧作業だけでなく、日本植
民地時代に撤去された城郭を門の両側に一部再現したことにも意義があります。また、
今後の事故を予防するため、防災システムなども強化して設置されました。燃えた部分
を復旧したことで、国宝１号として認め続けるべきかどうか論議されました。火災によ
り２階門楼は90%以上燃えていましたが、１階部分は90%以上残っていたので国宝１号と
しての価値は変わらないと判断されました。全焼して復元された日本の金閣寺の場合と
似ているケースだと言えます。
　「後の祭り」。韓国では牛を失った飼い主が後で牛舎を修理すると表現します。文化
財の価値は復旧ではなく保存にあるので、「後の祭り」にならないように歴史的、学術
的に意義のある文化財を大切に後世に伝えていくべきだと思います。ソウルの旅を計画
している方は、新しくなった「崇礼門」を訪ねてみるのはいかがですか？

　時間の流れで見る「崇礼門」。左から一番古い写真だと言われている1890年代の「崇
礼門」。次は燃える前の写真で、右は今回復旧された「崇礼門」の様子です。城郭が復
元されたのが分かります。
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。
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迎
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越
知
町
の
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し
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。
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し
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。
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